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報道関係者各位                                  

2017 年 3 月 23 日 

ＳＭＢＣ日興証券株式会社 

 
 

【 投資情報サービス ・FROGGY（フロッギー）実施 「“人生 100年時代”のお金についての意識調査」 】 

人生 100年時代は目の前！あなたは、100年生きる準備はできていますか？ 

老後に必要な資金額、６割以上が予想と現実に 2,000万円以上のギャップ！ 

人生 100年時代、キャリアとプライベートを充実させるカギは、“賢いマネープラン”にあり？ 

 

ＳＭＢＣ日興証券株式会社（本店：東京都千代田区、代表取締役社長：清水喜彦）が運営する投資情報サービ

ス 「FROGGY（フロッギー）」は、2017年 3月 8日～9日の 2日間、20代～60代の男女 625名を対象に、「人

生 100年時代のお金についての意識調査」を実施しました。調査の主体となった「FROGGY（フロッギー）」は、「お金の

常識をカエル。」をコンセプトに、お金や投資についての情報を日常生活に沿った切り口で提供しているウェブメディアです。 

▼本調査における、「人生 100年時代」の定義 
 

近年、先進国の平均寿命は、10年あたり 2〜3年のペースで伸びており、このままのペースで長寿化が進むとすると、近いうちに、誰もが 100歳まで生きる

「人生 100年時代｣が到来するといわれています。「人生 100年時代」では、同世代が足並みをそろえて「教育、勤労、引退」という 3 つのステージを生きる

のではなく、それぞれに応じて「働き方、ライフイベントのタイミングを選び取っていくこと」が必要になると言われています。つまり、決められたレールに従うのではなく、

常に変化する時代にフィットし、自分に合った働き方や余暇のスタイルを見出して、人生のステージを自身で構築していくことが求められるようになっていきます。 
 

  
 

【1】“ノープラン”と“知識不足”が招く、いつまでも“他人事
ひ と ご と

”な「資産運用」     …P２ 
  

≫現在、「資産運用」を行っている人は、わずか 3割 

≫そして、3人に 2人は、将来の資産形成プラン「なし」 

≫更に、7割は、お金（貯蓄や投資など）に関する知識に自信「なし」 

≫将来、「資産運用」したい人も、わずか 2割にとどまる 

≫ただし、20代はその中でも「資産運用」に“意欲的”  

【2】「お金についてみんなで話す」のが苦手な日本人      …P4 
 

≫半数、家族や友人とのお金の話に抵抗感 

≫半数以上、お金のことは “一人”で考えたり調べたりする 

≫7割、親の給料や実家の総資産額を「知らない」 

≫更に、自分の資産状況を把握できている人も、たった半数 
 

【3】足音が迫る「人生 100年時代」！不安なことトップは「お金」！ 

しかし、リアリティはなく、老後もまだまだ先で、大事なのはやっぱり“今”   …P5 
 

≫足音が迫る「人生 100年時代」、その認知度は 3割程度 

≫しかし、定義を知ると 7割の人が不安を感じる 

≫不安の正体、1位：「お金（収入源やお金の問題）」、2位：「健康寿命」、3位：「仕事」 

≫老後に必要な資金のイメージ、3人に 2人が予想と現実に 2,000万以上のギャップ 

≫過半数以上が「引退後に備えた資産形成」を“意識してない” 

≫「いまこの瞬間の楽しみを優先してお金を使ってしまう」人は、4割も。20代・30代ではその傾向はさらに顕著に 
  

【4】「人生 100年時代」を上手く生き抜くための武器＝お金！ 

勤労所得以外の資産形成を通じ、柔軟なキャリア形成＆充実したプライベートを実現 …P7 
 

≫「人生 100年時代」では、「引退後に備えた資産形成」を最重要視 

≫「本業以外の収入源の確保」の重要度も 2倍にアップ（38.1％→72.3％） 

≫「人生 100年時代」は、「ライフスタイルに合わせたジョブチェンジ」や「ワークライフバランス」もポイントに 

 

調査結果ダイジェスト 

 

※ 本調査を引用する際、『ＳＭＢＣ日興証券「FROGGY」調べ』と記載ください。 
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Q：お金にまつわる質問で、「将来に向けた自分なりの資産形成プランがある」の項目に関して当てはまるものをお答えください。
（お答えは1つ）

回答者数：625人

＜調査概要＞ 

【調査対象者】 625名  

【調査期間】 2017年 3月 8日（水）〜2017年 3月 9日（木） 

 

■対象者条件   

●性   別： 男女 

●年   齢： 20歳〜69歳 

●地   域： 全国 

●割付条件： 各年代男女合計 125名の均一回収 

●調査方法： インターネットリサーチ 

 

 

【1】  “ノープラン”と“知識不足”が招く、いつまでも“他人事
ひ と ご と

”な「資産運用」 

≫現在、資産運用を行っている人の割合は、わずか 3割 

20 代〜60 代の男女に「現在、資産運用をしているか」を尋ねたところ、「資産運用している」という回答はわずか 27.5％に留

まり、約 7 割（72.5％）が資産運用をしていないという結果となりました。また、現在、資産運用をしている方にその手段を

尋ねたところ、1 位：「株式投資」（78.5％）、2 位：「投資信託」（48.8％）、3 位：「債券」（19.2％）という結果と

なり、資産運用の手段として「株式投資」に強い人気があることが分かりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≫3人に 2人が将来の資産形成プラン「なし」 

「将来に向けた自分なりの資産形成プランがあるか」という問いに対しては、65.8%が「なし」と回答。特に 20 代においては資

産形成プランがない人が 72.0％にのぼり、若年層における将来のマネープラン意識の低さが明らかとなりました。 

 

 

 

 

 

 

  

▼調査結果▼ 

 

65.8％ 

72.0％ 

資産運用

している

27.5%

資産運用

していない

72.5%

Q：あなたは現在、資産運用をしていますか。（お答えは1つ）
※本質問における「資産運用」とは、株式、投資信託、債券、FXなどによる運用
を指し、円預金、外貨預金、保険、不動産などは含まないものとする。

回答者数：625人

78.5%

48.8%

19.2%

16.9%

4.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

株式

投資信託

債券

FX

その他

Q：現在、資産運用を行っていると回答された方に伺います。あなたが現在
行っている資産運用の手段をお答えください。（お答えはいくつでも）

回答者数：172人
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Q：現在、資産運用を行っていないと回答された方に伺います。あなたは将来、資産運用をしてみたいと思いますか。（お答えは1つ）
※本質問における「資産運用」とは、株式、投資信託、債券、FXなどによる運用を指し、円預金、外貨預金、保険、不動産などは含まな
いものとする。 回答者数：453人
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Q：お金にまつわる質問で、「お金（貯蓄や投資など）に関する知識には、ある程度自信がある」の項目に関して当てはまるものをお答
えください。（お答えは1つ）

回答者数：625人

≫7割が、お金（貯蓄や投資など）の知識に自信「なし」 

更に、「お金（貯蓄や投資など）に関する知識には、ある程度自信があるか」を尋ねたところ、67.7％が、「自信がない」と回

答。年代別に見ても結果に大きな差はなく、20〜60 代の全年代において、「お金の知識」に対して苦手意識を抱いている方

が多いことが分かりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≫将来、「資産運用」したい人も、わずか 2割にとどまる 

≫ただし、20代はその中でも「資産運用」に“意欲的”  

また、現在資産運用をしていない方に、「将来、資産運用してみたいか」を尋ねたところ、「してみたい」という回答はわずか

22.7％という結果に。資産運用に対して消極的な姿勢が垣間見える一方、資産運用に興味を示したのが 20 代。20 代の

3 人に 1 人（33.1％）が資産運用を「してみたい」と回答しました。“高級ブランドになびかず、所有よりも共有に価値を見い

だす”といわれる「ミレニアル世代」（2000 年以降に成人や社会人となった 20-35 歳）ですが、他の世代と比較すると、将来

の資産運用には意欲的であることが分かりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

22.7％ 

33.1％ 

67.7％ 
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16.0%

31.7%

24.6%
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6.6%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

友人知人や家族とお金の話をすることに抵抗がある

お金を増やすことにこだわる人は「かっこ悪い」と思う

自分の資産状況をしっかり把握できている

将来に向けた自分なりの資産形成プランがある

自分は周囲に比べ、着実に資産形成ができていると思う

「投資」をするなら「保険」の方が有効だと思う

「投資」をしている／考えていることは周囲には話しにくい

現在の実家の総資産額を知っている

投資でリターンを得ることに、よくないイメージがある

お金のことは、周囲に相談するよりひとりで考えたり調べたりすることが多い

いまこの瞬間の楽しみを優先してお金を使ってしまう方だ

老後の生活に資金の面で不安を感じることがある

物を買うよりも楽しい時間や体験にお金を使いたい

親の給料を知っている

お金（貯蓄や投資など）に関する知識には、ある程度自信がある

とても当てはまる まあまあ当てはまる あまり当てはまらない 全く当てはまらない

Q：お金にまつわる質問で、以下の項目に関して当てはまるものをお答えください。（お答えはそれぞれ1つ）

回答者数：625人

【2】 「お金についてみんなで話す」のが苦手な日本人 

≫半数、家族や友人と“お金”の話に抵抗感 

≫半数以上、お金のことは “一人”で考えたり調べたりする 

「友人知人や家族とお金の話をすることに抵抗があるか」という問いに対しては、47.7％が「抵抗がある」と回答する結果に。さ

らに、「お金のことは、周囲に相談するよりひとりで考えたり調べたりすることが多い」という問いについても 58.4%が同意し、｢投

資をしている／考えていることは周囲には話しにくい｣という問いに対しても 42.8％が当てはまると回答しました。 

これらの結果から、いまだに「お金について語る」ことに、漠然とタブー意識を持つ日本人が多いことが分かります。 

 

≫7割が「親の給料」「実家の総資産額」を“知らない”現実 

お金についての日本人の内向性が明らかになりましたが、家庭でのお金事情について調査するため「親の給料を知っているか」と

尋ねたところ、71.3％が「知らない」と回答する結果となりました。さらに、「現在の実家の総資産額」についても 66.9％が「知

らない」と答え、家族間ですら“お金についてオープンにすることのタブー意識”が存在することが伺えます。 

 

≫自分の資産状況を把握できている人も、たった半数 

他人や家族と“お金を語る”ことに抵抗感があることに加え、「自分の資産状況をしっかり把握できているか」という問いに対しても、

「当てはまる」と答えた方は半数（55.7%）に留まる結果に。親の資産状況はもとより、自分の資産状況についても、半数の

人は正しく把握できていないという事実が明らかとなりました。 
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とても不安がある まあまあ不安がある あまり不安はない 全く不安はない

Q：人生100年時代の定義をご覧になって、あなたは「人生100年時代」が到来することに不安はありますか。（お答えは1つ）

回答者数：625人

57.8%

37.1%

31.2%
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15.9%
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36.4%
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49.0%

40.1%
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39.4%

0.5%

1.9%

4.9%

8.4%

7.7%

9.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

お金（収入源や貯蓄の問…

健康寿命

仕事

家族との関係

充実した趣味・娯楽

友人関係

とても不安がある まあまあ不安がある

あまり不安はない 全く不安はない

Q:「人生100年時代」に不安があると回答された方に伺います。以下の項目に

関して当てはまるものをお答えください。（お答えはそれぞれ1つ）

17.4%

24.5%

39.8%

38.6%

37.2%

36.0%

61.7%

41.0%

54.5%

50.0%

29.1%
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11.5%

17.4%

3.2%

2.4%

0.0%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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40代

30代

20代

とても不安がある まあまあ不安がある あまり不安はない 全く不安はない

Q：「人生100年時代」に不安があると回答された方に伺います。「仕事」という項

目に関して当てはまるものをお答えください。（お答えは1つ）

【年代別グラフ：人生100年時代における「仕事」について】

回答者数：429人

回答者数：429人

【3】 足音が迫る「人生 100年時代」！不安なことトップは「お金」！ 

しかし、リアリティはなく、老後もまだまだ先で、大事なのはやっぱり“今” 

≫足音が迫る「人生 100年時代」その認知度は 3割程度 

誰もが 100 歳まで生きるようになる「人生 100 年時代」。決められたレールに従

うのではなく、常に変化する時代にフィットし、自分に合った働き方や余暇のスタイ

ルを見出して、人生のステージを自身で構築していくことが求められる、そんな時代

の足音が迫っています。 

この「人生 100 年時代」の到来にあたり、まず「人生 100 年時代」という考え方

の認知度を調査したところ、「どのようなものか知っている」方はわずか 1 割未満

（6.4%）、「聞いたことがある」が 3 割（27.7%）で、残りの 7 割（65.9％）

近くは「知らない」という結果となりました。 

 

≫しかし・・・定義を知ると 7割が”不安”を感じるのが「人生 100年時代」 

「人生 100 年時代」を知らない方にもその定義を明確にした上で、「人生 100 年時代が到来することに不安があるか」を尋ね

たところ、3人に 2人（68.6%）は「不安」を感じることが判明。さらに、世代別に結果を見ると、20代はまだ「100年生きる」

といってもイメージが湧きにくいのか、不安感を感じる割合は、全年代で最も低い 62.4%となりました。世代別の 1 位は定年

前の 50代の 75.2%で、20代との比べると 10％以上差が開く結果となりました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

≫不安の正体、1位は「お金（収入源やお金の問題）」 

「人生 100 年時代」の不安を紐解いた結果、1 位：「お金（収入源や貯蓄の問題）」（94.2％）、2 位：「健康寿命」

（88.6％）、3 位：「仕事」（80.2％）という結果に。近年話題となっている「健康寿命」よりも、「お金問題」に対する不

安感が大きいことが分かります。 

また、3 位の「仕事」においては、今後の労働期間が最も長い“ミレニアル世代”の 20 代は 87.2%、30 代は 93.1％が「不

安」と回答。これから先、長い間生きていく若い世代にとっては、やはり「仕事」が重要な要素であることが分かりました。 

 

 

 

 

 

 

 

  

68.6％ 

94.2％ 

88.6％ 

80.2％ 

どのようなも

のか知って

いる

6.4% 聞いたことが

ある

27.7%知らない

65.9%

Q：あなたは「人生100年時代」という考え方について
知っていますか。（お答えは1つ）

回答者数：625人
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≫老後に必要なお金、3人に 2人が予想と現実に 2,000万以上のギャップ 

≫過半数以上が「引退後に備えた資産形成」を“意識してない” 

当社のシミュレーションでは、実際に老後に必要となる金額は、ひとり約 5,000万円※となっています。 

そこで、具体的に、「老後（60 歳〜100 歳）に必要な資金額のイメージ」について尋ねたところ、シミュレーション額の約

5,000 万円よりも低い金額を答えた人が、実に半数ほどにのぼりました。また、3 人に 2 人（64.8%）は実際に必要とされ

る金額と 2,000万円以上のギャップがあったことからも分かるように、老後に必要な資金に対する認識の曖昧さが伺えます。 

 

 

 

 

また、今現在「引退後に備えた資産形成を意識」してい

るかという問いについては、過半数以上（56.2％）が

「意識していない」と回答。 

必要な資金額のイメージこそあるものの、3 人に 2 人が

将来に向けた自分なりの資産形成プランを持っておらず

（【1】参照）、引退後に備えた資産形成も半数以上が

意識できていないということは、漠然とお金に不安は抱い

ているものの、現実では対策をできていないということ。 

ここでも、「老後の見通しの甘さ」が垣間見えました。 

 

 

 

 

 

 

※ 夫 60 歳、妻 55 歳の夫婦世帯の 1 ヵ月の生活費を約 27.6 万円＊1、妻一人の 1 ヵ月の生活費を約 15.6 万円＊2、夫婦二人の期間を 24 年、妻一人の期間を 13

年＊3 と想定すると、老後に必要な総額は夫婦 2人で約 10,400万となる。ＳＭＢＣ日興証券がシミュレーション。 

＊1 総務省「2015年 家計調査年報 高齢夫婦無職世帯の家計収支」、 

＊2 総務省「2015 年家計調査年報 高齢単身無職世帯の家計収支」 

＊3 厚生労働省「2015年簡易生命表の概況」 男性 60歳の平均余命は 23.55 年、女性 79歳（夫の死亡）時の平均余命は 12.54年  

9.1%

16.0%

9.1%
10.4%

4.3%

18.9%

1.6% 1.1%

4.6%

0.6%

18.9%

0.0%

2.4%

0.2% 0.2%

1.6%
1.0%

0%

5%

10%

15%

20%

あなたが考える、老後（60歳～100歳）に必要な資金の総額のイメージをお答えください。

（お答えは半角数字で）（Ｎ=625）

実際に老後に必要と言われている資金額は約 5,000万円※ 

回答者数：625人 

14.1%

29.8%

24.2%

32.0% 意識している

まあまあ意識している

あまり意識していない

意識していない

Q：今現在、生活する上で、あなたが意識していることをお答えください。

「引退後に備えた資産形成」（お答えは1つ） 回答者数：625人
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0.8%

4.0%

10.4%

9.6%

12.0%

7.4%

28.0%

24.0%

28.8%

40.8%

40.0%

32.3%

56.0%

54.4%

42.4%

34.4%

32.8%

44.0%

15.2%

17.6%

18.4%

15.2%

15.2%

16.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

60代

50代

40代

30代

20代

全体

とても当てはまる まあまあ当てはまる あまり当てはまらない 全く当てはまらない

Q：お金にまつわる質問で、「いまこの瞬間の楽しみを優先してお金を使ってしまう方だ」の項目に関して当てはまるものをお答えくださ
い。（お答えは1つ）

回答者数：625人

35.5%

28.5%

29.9%

21.0%

22.7%

21.0%

17.0%

15.0%

12.8%

47.2%

52.2%

49.4%

52.0%

49.6%

51.2%

42.9%

40.8%

36.3%

11.2%

13.1%

14.2%

18.9%

21.0%

19.5%

30.7%

29.8%

33.8%

6.1%

6.2%

6.4%

8.2%

6.7%

8.3%

9.4%

14.4%

17.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

引退後に備えた資産形成

余暇の充実（趣味やレクリエーションなど）

健康寿命を意識した生活

仕事以外の人間関係の充実

本業以外の収入源の確保（副業や、投資など）

ワークライフバランスの充実

スキルアップや自己成長に繋がる学びの機会

ライフスタイルに合わせ会社又は職種を変える

同じ会社で働き続ける

とても重要だと思う まあまあ重要だと思う あまり重要だと思わない 全く重要だと思わない

Q：「人生100年時代」を迎えるにあたって、以下の項目に関して当てはまるものをお答えください。（お答えはそれぞれ1つ）回答者数：625人

≫更に、「いまこの瞬間の楽しみを優先してお金を使ってしまう」人は、4割も存在 

20代・30代ではその傾向はさらに顕著に 

お金の使い方について、「いまこの瞬間の楽しみを優先してお金を使ってしまう」という項目には、全体の 4 割（39.7％）近く

が「当てはまる」と回答。 

特に、20・30 代においては、それぞれ半数以上が「当てはまる」と回答（20 代：52.0％、30 代：50.４％）しており、

50・60代の約 3割（50代  28.0％、60代 28.8%）と比較して、世代間での考えの差がハッキリと出ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【4】「人生 100年時代」を上手く生き抜くための武器＝お金！ 

勤労所得以外の資産形成を通じ、柔軟なキャリア形成＆充実したプライベートを実現 

≫「引退後に備えた資産形成」を最重要視 

≫「本業以外の収入源の確保」の重要度も 2倍にアップ 

目の前に迫った「人生 100 年時代」において、何を重要視するかを質問したところ、最も重要視する方が多かったのは「引退

後に備えた資産形成」（82.7％）でした。この項目は、「人生 100 年時代」という考え方を知る前と知った後では、重要視

する割合が約 2倍（43.9%→82.7%）に増加する結果に。 

また、「本業以外の収入源の確保」の重要度も、「人生 100 年時代」という考え方を知る前の 38.1％から、72.3％と約 2

倍に増加しており、100年時代の到来で、マネープランに対する意識が高まっていくだろうことが明らかになりました。 

 

 

 

 

  82.7％ 

72.2％ 

55.8％ 

49.1％ 

39.7％ 
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35.5%

14.1%

47.2%

29.8%

11.2%

24.2%

6.1%

32.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今現在

意識している

人生100年時代

で重要視する

Q：以下の項目に関して当てはまるものをお答えください。（お答えはそれぞれ1つ）

22.7%

12.8%

49.6%

25.3%

21.0%

27.2%

6.7%

34.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

意識している／とても重要だと思う まあまあ意識している／まあまあ重要だと思う

あまり意識していない／あまり重要だと思わない 意識していない／全く重要だと思わない

今現在

意識している

人生100年時代

で重要視する

本業以外の

収入源の確保

（副業や、投資など）

引退後に備えた

資産形成

回答者数：625人

4.0%

11.2%

14.4%

23.2%

22.4%

15.0%

34.4%

40.8%

37.6%

43.2%

48.0%

40.8%

40.0%

34.4%

32.8%

24.8%

16.8%

29.8%

21.6%

13.6%

15.2%

8.8%

12.8%

14.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

60代

50代

40代

30代

20代

全体

とても当てはまる まあまあ当てはまる あまり当てはまらない 全く当てはまらない

Q：「人生100年時代」において、「ライフスタイルに合わせ会社又は職種を変える」の項目に関して当てはまるものをお答えください。

（お答えは1つ） 回答者数：625人

35.5%

14.1%

47.2%

29.8%

11.2%

24.2%

6.1%

32.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今現在

意識している

人生100年時代

で重要視する

Q：以下の項目に関して当てはまるものをお答えください。（お答えはそれぞれ1つ）

22.7%

12.8%

49.6%

25.3%

21.0%

27.2%

6.7%

34.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

意識している／とても重要だと思う まあまあ意識している／まあまあ重要だと思う

あまり意識していない／あまり重要だと思わない 意識していない／全く重要だと思わない

今現在

意識している

人生100年時代

で重要視する

本業以外の

収入源の確保

（副業や、投資など）

引退後に備えた

資産形成

回答者数：625人

35.5%

14.1%

47.2%

29.8%

11.2%

24.2%

6.1%

32.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今現在

意識している

人生100年時代

で重要視する

Q：以下の項目に関して当てはまるものをお答えください。（お答えはそれぞれ1つ）

22.7%

12.8%

49.6%

25.3%

21.0%

27.2%

6.7%

34.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

意識している／とても重要だと思う まあまあ意識している／まあまあ重要だと思う

あまり意識していない／あまり重要だと思わない 意識していない／全く重要だと思わない

今現在

意識している

人生100年時代

で重要視する

本業以外の

収入源の確保

（副業や、投資など）

引退後に備えた

資産形成

回答者数：625人

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≫人生 100年時代は、「ライフスタイルに合わせたジョブチェンジ」や「ワークライフバランス」もポイントに 

「引退後に備えた資産形成」に次いで重要視する方が多かったのは、「余暇の充実（趣味やレクリエーションなど）」

（80.7％）、「健康寿命を意識した生活」（79.3％）で、健康に楽しく長生きすることを望む姿が伺えます。 

 

また、「ライフスタイルに合わせ会社又は職種を変える」ことは、「人生 100年時代」では 55.8%が重要視し、「ワークライフバラ

ンスの充実」も、72.2%が重要視するという結果も出ています。 

なお、世代別に結果を見ると、特に 20 代では 7 割（70.4％）が「ライフスタイルに合わせ会社又は職種を変える」ことを重

要視しており、世代間で最も柔軟な姿勢が見えました。 

 

一方で、「同じ会社で働き続ける」ことについても、約半数の 49.1％が重要視するという結果に。「ライフスタイルに合せた会社

又は仕事の選択」よりは低いものの、“柔軟なジョブチェンジ”と“ひとつの会社で勤め上げること”という、相反する「働き方」意識

が共存しています。 

「人生 100 年時代」は、ライフスタイルに合わせて仕事・職種を変えていく生き方や、同じ会社で勤め上げる生き方など、様々

な価値観、多種多様な働き方やワークライフバランスが共存していくことになるのかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

70.4％ 
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【アンケート回答者の属性】 回答者数：625人 

 

 

 

 

 

   

30.7%

8.3%

22.4%

19.0%

13.8%

19.2%

7.0%

15.2%

3.4%

11.2%

1.3%

6.1%

0.3%

2.4%

8.2%

0.5%

13.0%

18.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

個人年収

世帯年収

200万円未満 200万円〜400万円未満 400万円〜600万円未満 600万円〜800万円未満 800万円〜1000万円未満

1000万円〜1500万円未満 1500万円以上 収入はない 答えたくない・わからない

Q：あなたの「個人年収」と「ご家庭全体の世帯年収」をお答えください。（お答えはそれぞれ1つ）

※賞与なども含んだ額面総額をお答えください

平均 

305.8万円 

596.8万円 

男性, 

53.3%

女性, 

46.7%

20代

20.0%

30代

20.0%

40代

20.0%

50代

20.0%

60代

20.0%

性別

年代

5.9
1.3

0.3
1.9

0.8
1.1

1.6
2.1

1.6
1.0

6.4
4.8

14.1
9.3

1.3
1.0
0.8

0.2
1.0
1.0
1.1

2.2
6.1

1.4
1.8

2.4
6.9

3.8
1.3

0.6
0.5
0.5

1.1
1.3

1.0
0.3
0.5

1.4
0.3

4.2
0.2
0.3
0.6
0.6
0.5

1.0
0.8

0.0

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 16% 18% 20%

北海道

岩手県

秋田県

福島県

栃木県

埼玉県

東京都

新潟県

石川県

山梨県

岐阜県

愛知県

滋賀県

大阪府

奈良県

鳥取県

岡山県

山口県

香川県

高知県

佐賀県

熊本県

宮崎県

沖縄県

居住地域
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【投資情報サービス「FROGGY（フロッギー）」概要】 

「FROGGY（フロッギー）」は、「お金や投資のことについて前向きに考えるサポートとなる情報を発信することで、日本をもっと

元気にしていきたい」という想いのもと立ち上げたサービスです。身近で興味を持ちやすいテーマでお金や投資に関する情報を紐

解くことで、初心者から上級者まで多くの方に読んでいただきやすい情報コンテンツを提供しています。なお同サイト内のコンテン

ツは、サイト上で公開するとともに、ＳＭＢＣ日興証券で口座をお持ちのお客様に対してメールマガジン形式で発信しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼FROGGY 主催「FROGGY LIVE –あなたのお金をカエル授業–」の模様を映像で公開！ 

「FROGGY」は、2017年 3月 22日（水）に、実践的投資イベント「FROGGY LIVE –あなたのお金をカエル授業–」を初

めて開催し、「お金と向き合う」ことを後押しする”お金の授業”を実施しました。 

この講義の模様は、「FROGGY公式 YouTube チャンネル」で 2017年 4月上旬より公開していく予定です。 

 

▼2017年は「人生 100 年時代」のお金や投資について考え実践する機会を提供！ 

更に、2017年は、「人生 100年時代」の資産や投資について考える様々な機会やサービスを提供していく予定です。 

今後もＳＭＢＣ日興証券及び「FROGGY」では、お金について正しい知識を得る環境作りに努めてまいります。 

 

・URL   ： https://www.froggy.money/  

・運営会社 ： ＳＭＢＣ日興証券株式会社 

・協力会社 ： 株式会社コルク、株式会社 SIX、株式会社ピースオブケイク（五十音順） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.froggy.money/

